ああ …… すっかり 酔つ ちゃった わ。 …… でも、 もう 

一 杯 カニャ ックを 飲まして ちょうだいね …… 。 

あんた もお 飲みな さいよ。 今夜 は 特別 だから サァ… 

…ええ。 妾の 気持ちが 特別な のよ。 今夜 は …… 。 

…… その わけ は 今 話す わよ。 話す から 一 パイお 飲み 

なさい つたら …… それ あ トテモ 恐ろしい 話な のよ。 … 

…ダメ ダメ。 いくら あんた が 日本の 軍人 だって、 妾の 

きっと 

話 をお しまいまで 聞いたら 屹度 ビック リ して 逃げ出す 

にき ま つ ている わよ。 

…… ああ 美味しい。 妾もう 一 パイ 飲む わ。 へべれけ 

になる わよ 今夜 は …… 二 チェ ゥォ— レストラン - 



ォ ブラ ー コのヮ —二 ャ さん を 知らない か …… つてね。 

管を卷 くわよ 今夜 は …… ォホ ホホホ ホホ。 …… でも、 

あんた は その 話 を 聞く 前に、 妾に いくらでもお 酒 を 飲 

o ナ 

ましてい い 理由が あるの よ。 何故って 妾 はこの 間から 

何度も 何度も あんた を 殺した くな つた 事が あるんで す 

もの …… マァ。 あんな 顔 をして …… ホ ホホホ ホホ。 ま 

あそん なに 怖い顔 をし ないでも いいから 一 杯お 飲みな 

さいったら、 シャンパン を 抜いた から サ …… 。 

…… ァラ …… 何故い けない の。 おかしな 人ね あんた 

は …… まあ 憎らしい。 妾、 そんな 薄情 物 じ やない わよ。 

あんた を 殺して お金 を 奪った つて、 いくら も 持って や 



まとち 

の 高さと 色が 違う だけで、 真正面から 見て いると ホン 

トに 兄弟 かと 思う 位よ。 だから コンナ に 惚れち やった 

のよ。 …… ィ イエ …… ちっとも トン チン カンな 話 じ や 

ない の。 妾、 そんなに 酔って やしない わよ。 カニャ ッ 

ク なんか イクラ 飲んだ つ て 管なん か 巻き やしないから 

…… その 訳 はこうな のよ。 まあお 聞きなさい つたら… 

…トン チン カンで もい いから サァ …… 。 

あんた は ツイ この頃 来たんだ から 知らないでしょう 

けど も、 この間、 此浦塩 を 引き上げて 行った 亜米利加 

の 軍艦ね。 あの |# 艦の 司令官の 息子で ヤングつ ていう 

のが、 その 男な のよ。 …… ええ …… 司令官と 同じに ャ 



そんな 六箇 敷い 話 じ やない の。 それ ぁス テキに 面白い 

… … トテモ 恐ろしい 恋愛の 話よ。 ヤング は その 方の 学 

者 だって、 自分で そう 云って いた 位 だ わ。 

うらじ； K 

…… ええ …… その ヤング は 軍艦が 浦 塩に 着く と 間 も 

なく、 この オプラ ーコ の 舞踏 場へ 遣って 来て、 一番 最 

初に 妾 を 捉まえて 踊り 出した の。 そうしたら 妾の 身体 

が、 ヤングの 半分 位しかなかった もんだ から、 一緒に 

来た 士官 や 水兵さん 達が、 みんなで ワイ ワイ 冷やかし 

て、 ピュ— ピュ— 口笛 を 吹いたり したの。 …… そうし 

たら ヤング も 一 緒に なって 笑いながら、 妾 をお 人形 さ 

ん のように 抱き上げて、 この 室へ 逃げ込ん だと 思う と、 



ている だけ、 みんな 置いて 行って くれたり したので、 

妾 ホン トウに 嬉しかった わ。 それ は みんな 亜米利加の 

貨幣だった けど、 主人 は大 ニコニコで 私の 頭 を 撫で、 

「大手 柄 大手 柄 …… あのお 客人 を 一 生 懸命で 大切に し 

ろ …… 」 

つ て 云って くれた わ。 

それから ヤング は毎晚 のように 妾の 処へ 遣って 来た 

の。 そうして 妾と だんだん 仲よ しにな つて 来る と、 い 

ろん な 事 を 妾に 教え 初めた の。 亜米利加の 言葉 だの、 

ABC の 読み方 だの、 キッスの 送り 方 だの …… 誕生石 

の 話 だの …… 花言葉 だの …… だけど、 その 中で も 一等 



天井の 色に 吸い取られて、 まるで 燐火の ように 生白く 

見えて 来る につれ て、 踊って いる 人達の 身体の 色が 

もうじゃ 

ちょうど、 地獄に 堕ちた 亡者 を 見る ように、 赤 や、 緑 

色 や、 紫色に 光って 見えて 来 るんで すって。 それと 一 

ま て 

緖 に 身体 じ ゆうの 皮膚が ポッポ と 火熱り 出し て、 燃え 

上る ような 気持ちに なって 来る もんだ から、 その 苦し 

紛れに 相手 をシッ カリと 摑 まえよう とすると …… ホラ 

ま 、- 

油で ヌラ ヌラ していて チッ トモ 力が 這 入らない でしよ 

う。 そのうちに、 死ぬ 程 苦しくな つて、 へトへ トに疲 

れて 倒れて しま うんです つて さあ …… ねえ。 ずいぶん 

ス テキ じ やない の。 …… だけど まだ 恐ろしい 話が ある 



も つ と 短 か い 名前 だ つ たよう だけど …… え 9 その 

遊びの 仕方 を 云って みろ つて？ …… ぎ々。 …… それ は 

妾 わざつ と 話さないで おくわ。 あんた が 思い出さ なけ 

れば 丁度い いからね。 おしまいの 楽しみに 取つ とく わ 

よ。 …… ええ …… 今夜 は 妾 は トテモ 意地悪よ。 ホホホ 

ホ才ホ 

わ- -こし 

…… でも、 そんな 話 を 初めて 聞いた 時には、 妾もう 

かみのけ 

ビック リ しちや つ て 髪 毛 をシッ カリと 摑 みながら ブル 

ブル 慄 えて 聞いて いたよう よ。 その 頃の 妾 は 今よりも 

ズッと 初心だった もんです からね …… そんな 話 を 平気 



から 外から 見た つて わかり やしない わ。 …… その 穴 か 

ら ヤングが 先に 脱け 出して、 あとから 這い 出した 私 を 

おろ 

抱え 卸して くれたの。 

それ は 浦 塩^ 近に 初めて 雪の 降った 晚で、 あの 屋根 

まだら ゆき 

の 白い 斑 雪 も その 時に 積んだ まん まなの よ。 風 は 無 

かった よう だけど 星が ギラ ギラ していて ね …… その 横 

路地に 白い 舞踏服 姿の 妾が、 寝台から 取って来た 白い 

毛布に くるま つ てガタ ガタに 寒くな リ ながら 立 つてい 

ると、 ヤング は 大急ぎで、 向 家の 横 路地の 間から、 隠 

してお いた 支那 来の 袋 を 持って来て 妾の 頭の 上から ス 

ポリと 冠せ て くれたの。 そうして そのまん ま 地び たの 



あ、 どこの 店で も摺 れつ 枯らし を 追い出して、 いいと 

このお 嬢さん ばか リを 仕入れた つてい うからな …… そ 

こ を 睨んだ のが ヤングの 智 恵よ」 

「成る 程ナァ …… ところで その ヤング は どこ へ 行き や 

がつ たんだろう」 

「おやじん 処へ 談判に 行つ たんだろう。 生きた ォモ 

チヤ を チット ばかし 持 込んで いい かってよ」 

r …… ゥ— ム。 しかしな ァ …… おやじが うまく ゥンと 

云え あ 良い が …… 」 

「それ あ 大丈夫よ。 それ 位の 智 恵なら 俺 だって 持って 

いる。 つまり 時間が 来る まで は、 他の 話で 釣つ といて、 



艦の 中 を 見 まわらせ ねえよう にしと くんだ。 そうして 

ィ ョィョ 動き 出してから 談判 を 始めせ え すれあ、 十が 

十まで こっちの もんじ やねえ か。 …… まさか 引つ 返す 

一一 一而 にも 行く めえ しさ」 

ま ご つ はじさら 

「ゥ— ム。 ナ アル ホド。 下手 を 間 誤 付け あ、 良い 恥 晒 

しになる つてえ 訳 だな」 

まんざら 

「ゥン …… それにお やじ だ つ て 万更じ やねえん だかん 

ナ …… ヤング は そこ を 睨んで いるんだ よ」 

ちげ えれ 

「ァ ハハハ ハ 違えね え。 豪え もんだ な ヤングって 奴 は 

…：- J 



な つ て しまったの …… それ は 何でも 三 四 人の 男の 声で、 

つった さっき 

妾の すぐ 傍に 突立って、 先刻から 何 か 話して いたらし 

いの …… 。 

「まだ ルス キ— 島 はま わらね え かな」 

そとうみ 

「ナ 二もう 外海よ」 

「 …… ワン。 ッ—。 ス リ—。 フォ ー ァ …… サァ テン。 

フォ テン …… おや ァ …… 一 つ 足りね えぞ こり ゃァ …… 

フォ テン。 フィフ テン。 シック ス テン …… と …… あつ。 

あ ノ. -。 と あ 

足下に 在り やが つた。 締めて 十七 か …… ャレ ャレ… 

…」 

さま 

「 …… 康と 一 緒なら 天国まで も …… つて 連中ば かり 



だ」 

「惜しい もんだ な あ …… ホン トニ …… おやじせ ぇゥン 

ハワイ さんざつ 

と 云え あ、 布哇へ 着く まで 散々 ぱら 蹴た おせる のにな 

ァ」 

「馬鹿野郎。 #哇 クンダリまで 持って行け るか。 万一 

見つかつ て 世界中の 新聞に 出たら どうす る」 

「ナァ 二。 頭 を 切らして 候補生の 風 を させ とけあ 大丈 

夫 だって、 ヤングが そう 云って たじ やねえ か」 

うらじお え 

「駄目 だよ。 浦 塩の 一 粒選り を 十七 人 も 並べれ あ、 ど 

めくら みやぶ 

んな 盲目 だ つ て 看破つ ちま ゎァ」 

「それにしても 惜しい もんだ ナ。 せめて 比律賓 までで 



も 許して くれる とな ァ」 

「ハ ハハハ まだ あんな 事 を 云って やが る。 …… そんな 

てめ え 

に 惜しけ あ、 みんな 袋 ごと 呉れて やる から 手前 一 人で 

片 づけろ。 割り前 は 遣らね えから」 

「ブ ル ブ ル 御免 だ 御免 だ 」 

「ハ ハハ 見や がれ …… すけべ え 野郎 …… 」 

そんな 事 を 云い 合つ ている うちに 一 人が マッチ を 

擦って 葉 卷に火 を 点けた ような の。 間もなく i< い 匂い 

が プンプンして 来たから …… 。 

だけど 妾 は そのに おい を 嗅ぐ と 一 緒に 頭の 中が シ 

ノ -1 ン としち やった の。 身： K: が 石み たように 固くなつ 



がら、 こんな 事 を 云い 出した の。 

「待て 待て。 片 づける 前に 一 ッ 宣告 をして やろう じ や 

ねえ か。 あんまり 勿体ね えから」 

「バカ …… 止せったら …… 一 文に もなら ねえ 事 を… 

：.」 

「イン ニヤ。 このまま 片 づける のも芸 のね え 話 だかん 

ナ …… ェへ ン」 

「止せったら ヂック …… そんな 事 をしたら 化けて 出る 

ぞ」 

「ハハ ハハ …… 化けて 出たら 抱いて 寝て やら あ …… 何 

も 話の種 だ …… ェへ ンェへ ン」 



連中に 頼まれた 俺達 を 怨んじ やい けない よ。 いい かい 

さっき たいしょう 

… … という 訳 はこう なんだ。 先刻 ャ ング さんが 司令官 

に、 お前さん 達 を 亜米利加まで 連れてつ ていい かって 

伺い を 立てて みたら、 亜米利加の 軍艦の 中には、 

たべもの ほか にく 

食料品より 以外に 肉類 を 一 切 置い ちゃ ィケ ナイって え 

規則に なって いるんだ ッて さあ …… だからね …… 折角 

ここまで 来て いるの を ホン トに お気の毒で しょうがな 

いけど、 ちょうど 風 も 追い手の よう だから、 お前さん 

ラらじ K 

達 は その 袋の まん ま、 海 を 泳いで 浦 塩の 方へ …… 」 

ここまで その 男が 饒舌って 来たら、 あと は 聞え なく 

なつち やった の。 だって 妾の まわりに 転がって いる 十 



あいつ ゆわ 

ちょの 娘だろう。 彼奴の 鞭で 結えて あつたから ：：： 」 

「ゥ ン。 あの パン屋の ソニ— さんよ。 おかげで 高価え 

銭 を 払った ル バシカが 台な しだ。 とても 五 弗 じ や 合わ 

ねえ」 

えんぎ い 

「まあそう コ ボスな よ。 女の 小便なら 緑 起が 宜ぃ かも 

知れね え」 

「人 をつ け …… ゥラ ハラ だ あ …… 」 

「フ ヽヽ ヽヽヽ I 

一 r ノノ ノノノ ノ」 

のんき 

…… だ つ て さあ …… こんな 事 を 云い 合つ て 呑気そう 

に 笑いながら、 その 男た ち は 又四ッ ばかり 叫び声 を 担 

ぎ 上げた の。 



「サ ァ温柔 しく 温柔 しく。 あばれる と 高い 処 から 取り 

落します よ。 落ちたら 眼の 玉が 飛び出し ますよ」 

「小便なん ぞ 引っかけな いように 願います よだ。 ハハ 

ヽ ヽヽヽ I 

ノノ ノノ」 

「ドッ コ イド ッ コィ …… どうで えこの 腹部の ャ ヮャヮ 

せんきん 

ふ つくりと した 事 は …… トテモ 千金 こて えられね え 

や」 

みみた ぼ 

「アイ テツ。 そこ は 耳朶 じ やねえ つたら …… ァ チチチ 

…… コン 畜生 …… 」 

「ハハ ハハ。 そこへ 脳天 を 打つ 付けね え。 その 方が 早 

え や」 



のにお いと、 何ともい えない 黒ん坊の ァノ 甘ったるい 

体臭と がムゥ ー と 袋の 中へ 流れ込んで 来たよう なの。 

妾、 その 時に、 どんな 風に 暴れ まわった か、 ちっと 

お ま. 

も 記憶え ていない のよ。 .：：• ただ、 ちっとも 声を立て 

お ま 

なかった 事 を 記憶え ている だけよ。 誰か 加勢に 来たら 

大変と 思って ね。 …… だけど その 黒ん坊 も、 ゥン とも 

スン とも 云わなかった ようよ。 おおかた 一人で 妾 を ど 

こかへ 担いで 行って、 どうかし ようと 思った のでし よ 

う。 暴れ まわる 妾 を 何遍も 何遍も 抱え 上げ かけて は、 

床の 上に 取り 落し 取り 落しした ので、 そのたん びに 妾 

は 気が 遠くな りかけ たようよ。 



つて 喘ぎ 喘ぎ 云いながら、 妾の 両足 を摑ん で、 床の 

上をズ ルズル と、 片隅に 引っぱ つ て 行く と 思 つ たら、 

そこに 置いて あったら しい 細い 針金で、 足首の 処 から 

先に グル グル グルグ ル と 巻き 立 てて、 胸の 処ま で 袋) J 

しに 締め付けて しま つたの …… 。 

その 時の 苦し さったら、 それ あ、 とてもお 話しした つ 

て 解かり やしない わよ。 だって チ ヨットで も 太い 息 を 

する か、 動く かする と、 すぐに 長い 細い 針金が 刃物み 

たいに 喰い 込んで、 そこいら 中の 肉が 切れて 落ちそう 

にな るんで す もの …… それでいて、 いくら 喘いでも 喘 

い で も 喘ぎ 切れな い 位 息が 切れ てい るんで す も の …… 



ええ …… 妾 はちつ とも 手 向い なぞし なかった わ。 死 

人の ように グッ タリと なって、 ヤングの する 通りに 

なって いたわよ。 

その 時の ヤングの 声の 静かで 悲しかった こと —— ほ 

ちょ つとま と 

んの 一 寸の 間だった けど、 妾の 胸に シミ ジミと 融け 込 

んで、 妾に 何もかも 忘れさして しまった のよ。 …… 何 

だか 甘い、 なつかしい 夢で も 見て いるよう な 気 もちに 

な つ てね …… ネン ネコ 歌に あやされて 眠って 行く 赤ん 

坊 みたよう に、 涙が 止め 度な く 出て 来た もんだ から、 

妾 はとうとう 声 を 出して オイ オイ 泣き出し ちゃ つたの- 

「 …… ヤング …… ヤング …… 」 



たの。 

うち 

「十七 人の 娘の 中で、 ヮ ー ニヤさん だけ だんべ …… 天 

国へ 行ける の は ナァ」 

「了. 1 メ、 ノカ ノ ノ ノ ノ ノ」 

こんな 事 を 云って いるう ちに、 又 二つば かりの 階段 

を 昇る と、 ザ ー ザ ー と いう 波の音が して 甲板へ 出たら 

しく、 袋の 外から 冷たい 風が ス— ス— と 這 入って 来て、 

す む ひじ 

擦リ剝 けた 臂の処 が 急に ピリ ピリ 痛み 出した の。 それ 

と 一 緒に 明るい 太陽の 光りが 袋の 目から キラ キラと さ 

し 込んで 来て、 眼が 眩む くらい マ ブシク なった ので、 

妾 は 両手で 顔 をシッ カリと 押えて いたよう よ。 そうし 



方が ナカ ナカ 上手で ハツ キリした 証拠が 上らない ため 

に、 どうす る こと も 出来ないで いたんだ。 …… そうし 

-っら じお な 

たら ヤングの 畜生め スッ カリ 浦 塩の 警察 を 舐めて し 

まったら しく、 今度 は 配下の 水兵に お 金を遣る かどう 

かして、 めいめいの 色女 を 十 何人も 軍艦に 担ぎ込んで、 

上海 かど こかの 巿 場に 売りに 行こうと しゃが つた。 

…… けれども 軍艦が 沖へ 出る と、 それが 上官に 見つか 

るか どうかし たもんだ から、 一 つ 残らず 海の 中へ 放り 

込まして しまった のが、 やっぱり あの ヤングって 奴な 

んだ。 …… しかも その 中で 生き残って いるの はお 前 一 

人なん だから トテモ 大切な 証人な の だ。 俺達 は、 お前 
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そうして スッ カリお 化粧 を 済ましてから、 あん 

ち 待ち 昨夜の 飲み 残しのお 酒 を 飲んで いたら、 

ちに 室の 中が 静か ァに 暗くな つてね。 向 家の 屋 

まだら 

の 斑と、 その上に ギ ラギラ 光って いる 星 だけ 

キリと 見える ようになつ て 来た じ やない の …… 

スッ カリ あの 晚と 同じ 気 もちに な つ てし ま つ て 

たまらなく 息苦しくて 息苦しくて 。 ァラ… 

ちゃ 嫌よ。 …… 唾らないで 聞いて 頂戴って ば さ 

まあ 嫌 だ。 本当に 酔つ ちゃった のね …… 人が 一 

に 話して いるのに …… 。 

ね …… わかった でしよう …… あんた にも わか つ 
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